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● 本マニュアルのご使用につきましては、次の点にご留意願います。 
 

1. 本資料の内容については、予告なく変更することがあります。量産設計の際は最新情報をご確認ください。 

2. 本資料の一部、または全部を弊社に無断で転載、または、複製など他の目的に使用することは堅くお断りいたします。 

3. 本資料に記載される応用回路、プログラム、使用方法等はあくまでも参考情報であり、これらに起因する第三者の知

的財産権およびその他の権利侵害あるいは損害の発生に対し、弊社は如何なる保証を行うものではありません。また、

本資料によって第三者または弊社の知的財産権およびその他の権利の実施権の許諾を行うものではありません。 

4. 特性表の数値の大小は、数値線上の大小関係で表します。 

5. 輸出管理について 

(1) 製品および弊社が提供する技術を輸出等するにあたっては「外国為替および外国貿易法」を遵守し、当該法令

の定める必要な手続をおとりください。 

(2) 大量破壊兵器の開発等およびその他の軍事用途に使用する目的をもって製品および弊社が提供する技術を輸出

等しないでください。また、これらに使用するおそれのある第三者に提供しないでください。 

6. 製品は一般電子機器に使用されることを意図し設計されたものです。特別に高信頼性を必要とする以下の特定用途に

使用する場合は、弊社の事前承諾を必ず得て下さい。承諾無き場合は如何なる責任も負いかねることがあります。 

1 宇宙機器（人工衛星・ロケット等） 2 輸送車両並びにその制御機器（自動車・航空機・列車・船舶等） 

3 生命維持を目的とした医療機器 4 海底中継機器  5 発電所制御機器  6 防災・防犯装置  7 交通用機器 

8 その他；1 ~ 7 と同等の信頼性を必要とする用途 

 

本資料に掲載されている会社名、商品名は、各社の商標もしくは登録商標です。 
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1. 概要 

プログラマブル水晶発振器: SG-8506CAは、低ジッタの任意周波数水晶発振器です。50 MHzから 800 
MHzの周波数範囲で、約2 ppbの分解能で出力周波数を設定できます。電源投入後、ユーザーが指定した1
種類のプリセット出力周波数設定で起動します。その後、I2Cインターフェースを介して、オンボードにて出力周
波数を変更することができます。 

SG-8506CAは XO、PLL、差動出力バッファ (LVPECL) により構成されます。 

XO部は、基本波による安定した 100 MHz 以上のクロックを、フラクショナル-N PLLへ供給します。 

PLL部は低ジッタのフラクショナル-N PLL技術を用いています。ループフィルタを ICに内蔵するため、ルー
プフィルタ用の外付け部品は必要ありません。 

 

• 出力周波数範囲 50 MHz ~ 800 MHz 
• 周波数設定分解能 約 2 ppb 
• 基本波発振の水晶振動子を用いた XOによる、低ジッタ・高信頼性のクロック源 
• 低位相ノイズ・低ジッタ PLL 
• 1種類のプリセット出力周波数設定を不揮発メモリに保存 
• 工場出荷時に下記特性をプリセット、または SG-Writer II （別売）でプログラム可能 

• OE極性 
• 非出力状態：Hi-Zまたは固定（OUT = “L”, OUTN = “H”） 
• I2C インターフェースのスレーブアドレス 

• 発振用、および PLLのループフィルタ用の抵抗・コンデンサを内蔵 
• I2C インターフェース 
• 差動 LVPECL出力バッファ 
• 8-pin セラミック 5 x 7 mm パッケージ 
• 電源電圧 2.5 V or 3.3 V 
• 動作温度 -40 °C ~ +85 °C 
• Pb-free/RoHS-compliant 
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2. 品目名称体系 
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3. ブロック図 

 
* OEが負論理の場合、OE端子は内蔵抵抗により GNDへプルダウンされます。 

 

図 3.1  SG-8506CAブロック図 
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4. 端子配置 

4.1. ピン割り当て 

4.2. 端子説明 

表 4.1 端子説明 

番号 端子名 種別 機能 

1 NC - - No Connect 

GNDまたはVCCに接続するか、オープンにしてくださ

い。 

2 OE Input Pull-up/ 
 
 
 
 
 
 
 
 
Pull-down 

出力制御 (Active High) 

 

OE端子状態 OUT, OUTN端子状態 

“H” or Open 発振波形出力 

“L” Hi-Z 

または 

OUT = “L”, OUTN = “H” 

  

出力制御 (Active Low) 

 

OE端子状態 OUT, OUTN端子状態 

“H” Hi-Z 

または 

OUT = “L”, OUTN = “H” 

“L” or Open 発振波形出力 

  

3 GND Power - - 電源端子 

4 OUT Output - 差動クロック信号出力 
5 OUTN Output - 

6 VCC Power - + 電源端子 

7 SDA*1 Input/Output - I2C データ （Open drain出力） 

8 SCL*1 Input - I2C クロック 

Note: “Pull-up”, “Pull-down” は SG-8506CA内蔵の抵抗を示します。 

*Note 1: VCCへのプルアップ抵抗を外付けする必要があります。 

(Top View) 
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5. 電気的特性 

5.1. 絶対最大定格 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max. 

電源電圧 VCC GND = 0 V -0.3 - 4.0 V 

プルアップ電圧 VPU SDA, SCLのプルアップ電位 -0.3 - 4.0 V 

入力電圧 1 Vin1 GND = 0 V, SDA, SCL以外の端子 GND – 0.3 - VCC + 0.3 V 

入力電圧 2 Vin2 GND = 0 V, SDA, SCL GND – 0.3 - 4.0 V 

保存温度 Tstg 単品での保存 -55 - +125 °C 

Note: 絶対最大定格を超えて本デバイスを使用した場合、本デバイスの永久破壊となることがあります。また通常動作では推奨

動作条件の条件で使用することが望ましく、この条件を越えると本デバイスの誤動作の原因になるとともに、本デバイスの

信頼性に悪影響を及ぼすことがあります。 

 
 
 

5.2. DC特性 

表 5.1 電源・動作温度 

GND = 0 V, Ta = -40 ~ +85 °C 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max. 

電源電圧 VCC - 2.375 2.5/3.3 3.630 V 

電源電流*1 ICC OE = Enable, Outputs terminated with 
50 Ω to VCC – 2.0 V 

- - 90 mA 

ディセーブル時電流*1 I_dis OE = Disable, Output standby type: 
Hi-Z 

- - 40 

mA 
OE = Disable, Output standby type: Fix 
(OUT = “L”, OUTN = “H”) 

- - 70 

動作温度 Ta - -40 - +85 °C 

Note 1: Guaranteed by design, characterization, and/or simulation only and not production tested. 
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表 5.2 Logic I/O 

VCC = 2.5 V - 5% ~ 3.3 V + 10%, GND = 0 V, Ta = -40 ~ +85 °C 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max. 

プルアップ電圧 VPU SDA, SCLのプルアップ電位 VCC x 0.7 - 3.630 V 

Hレベル入力電圧 1 VIH1 OE VCC x 0.7 - VCC + 0.3 V 

Hレベル入力電圧 2 VIH2 SDA, SCL, プルアップ電位 = VPU VCC x 0.7 - 3.630 V 

L レベル入力電圧 VIL SDA, SCL, OE -0.3 - VCC x 0.3 V 

Hレベル入力電流 1 IIH1 SDA, SCL, OE (Active High) - - 2 μA 

Hレベル入力電流 2 IIH2 OE (Active Low) - - 170 μA 

L レベル入力電流 1 IIL1 SDA, SCL, OE (Active Low) -2 - - μA 

L レベル入力電流 2 IIL2 OE (Active High) -70 - - μA 

L レベル出力電圧 VOL SDA, at 3 mA sink current 0 - 0.4 V 

L レベル出力電流 IOL SDA, VOL = 0.4 V 3 - - mA 

内蔵プルアップ抵抗 RUP OE (Active High) - 85 - kΩ 

RDOWN OE (Active Low) - 35 - 

入力容量*1 CIN SDA, SCL, OE - 5 - pF 

Note 1: Guaranteed by design, characterization, and/or simulation only and not production tested. 
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5.3. AC特性 

表 5.3 出力周波数特性 

VCC = 2.5 V - 5% ~ 3.3 V + 10%, GND = 0 V, Ta = -40 ~ +85 °C 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max. 

出力周波数範囲 fO OUT, OUTN 50 - 800 MHz 

内蔵水晶周波数 fXTAL - - 114.144 - MHz 

周波数プログラミング精度 MRES - 2.2 - 2.8 ppb 

周波数許容偏差*1 f_tol 周波数温度特性、周波数電圧特

性、周波数初期偏差、エージング*2

（+25 °C 下で 10年）を含む。 

-50 - +50 10-6 

出力を停止せずに変更できる

出力周波数範囲*1 

- From Center Frequency after 
setting NEW_FREQ bit -500 - +500 10-6 

NEW_FREQビットの 1書き込

みによる周波数変更時間*1 

tSET1 
- - - 1.5 ms 

SML_CHGビットの 1書き込み

による周波数変更時間*1 

tSET2 < ±500 ppm from center 
frequency after setting 
NEW_FREQ bit 

- - 100 μs 

SSB位相ノイズ*1 FCN fO = 622.08 MHz, from carrier 

 VCC = 3.3 V*3 100 Hz - -76.5 - dBc/Hz 

 1 kHz - -103.1 - 

 10 kHz - -119.4 - 

 100 kHz - -121.3 - 

 1 MHz - -129.1 - 

 10 MHz - -146.8 - 

 VCC = 2.5 V*4 100 Hz - -75.5 - 

 1 kHz - -101.1 - 

 10 kHz - -118.9 - 

 100 kHz - -121.3 - 

 1 MHz - -129.0 - 

 10 MHz - -146.7 - 

RMS位相ジッタ*1, *5 tPJ fO = 622.08 MHz, Integration range: 12 kHz – 20 MHz (OC-48) 

 VCC = 3.3 V*3 - 0.3 - ps 

 VCC = 2.5 V*4 - 0.3 - ps 

fO = 622.08 MHz, Integration range: 20 kHz – 50 MHz 

 VCC = 3.3 V*3 - 0.3 - ps 

 VCC = 2.5 V*4 - 0.3 - ps 

fO = 622.08 MHz, Integration range: 50 kHz – 80 MHz (OC-192)  

 VCC = 3.3 V*3 - 0.3 - ps 

 VCC = 2.5 V*4 - 0.3 - ps 

Note 1:  Guaranteed by design, characterization, and/or simulation only and not production tested. 

Note 2: エージングは環境試験結果から周波数変動量を見込んだものであり、製品寿命保証するものではありません。 

Note 3:  fXTAL = 114.144 MHz, Ta = +25 °C, VCC = 3.3 V. 
Note 4: fXTAL = 114.144 MHz, Ta = +25 °C, VCC = 2.5 V. 

Note 5:  fo, fXTAL, PLLおよび出力分周器の設定に依存して、出力信号にスプリアスが発生します。特に、このスプリアスが RMS

位相ジッタを計測する積分周波数範囲内に発生する場合、RMS位相ジッタが悪化することがあります。詳細は弊社営業

にお問い合わせください。 
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Frequency Change Time 
 
  



SG-8506CA  

 Page - 9 ETM52J-04 
 

 
 

 
 

 

Phase Noise Test Circuit 
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表 5.4 シリアルインターフェース 

VCC = 2.5 V - 5% ~ 3.3 V + 10%, GND = 0 V, Ta = -40 ~ +85 °C 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max. 

SCL クロック周波数 fSCL - - - 400 kHz 

ホールド時間（反復）「START」条件 

この期間の後、最初のクロック・パルスを生成 

tHD;STA 
- 0.6 - - μs 

SCL クロックの“L”期間 tLOW - 1.3 - - μs 

SCL クロックの“H”期間 tHIGH - 0.6 - - μs 

反復「START」条件のセットアップ時間 tSU;STA - 0.6 - - μs 

入力データ・ホールド時間 tHD;DAT - 0 - - μs 

入力データ・セットアップ時間 tSU;DAT - 100 - - ns 

SDAおよび SCL信号の立ち上がり時間*1 tr - - - 300 ns 

SDAおよび SCL信号の立ち下がり時間 tf - - - 300 ns 

「STOP」条件のセットアップ時間 tSU;STO - 0.6 - - μs 

「STOP」条件と「START」条件との間のバス・フ

リー時間 

tBUF 
- 1.3 - - μs 

データ出力遅延時間 tVD:DAT - - - 0.9 μs 

ACK/NACK出力遅延時間 tVD;ACK - - - 0.9 μs 

Note 1: Guaranteed by design, characterization, and/or simulation only and not production tested. 

 
 

 

Serial Interface  



SG-8506CA  

 Page - 11 ETM52J-04 
 

5.4. LVPECL 

表 5.5 LVPECL 

VCC = 2.5 V - 5% ~ 3.3 V + 10%, GND = 0 V, Ta = -40 ~ +85 °C 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max 

出力負荷条件 L_PECL Outputs terminated with 50 Ω to VCC – 2.0 V - 

立ち上がり時間*1 tR - - - 400 ps 

立ち下り時間*1 tF - - - 400 ps 

波形対称性*1 (duty cycle) SYM - 45 50 55 % 

Hレベル出力電圧 VOH - VCC – 1.025 VCC – 0.95 - V 

L レベル出力電圧 VOL - - VCC – 1.7 VCC – 1.62 V 

ディゼーブル遅延時間*1 tPXZ - - - 100 ns 

イネーブル遅延時間*1 tPZX - - - 10 μs 

Note: シングルエンドでの使用はできません。 

Note 1: Guaranteed by design, characterization, and/or simulation only and not production tested. 

 

 

Output Rise/Fall Time, Symmetry (duty cycle) 

 
 
 

 

Output AC Test Circuit 
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OE function (Active High) 

 

 
 
 
 

 

OE function (Active Low) 
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5.5. 立ち上げ 

表 5.6 立ち上げ 

VCC = 2.5 V - 5% ~ 3.3 V + 10%, GND = 0 V, Ta = -40 ~ +85 °C 

項目 記号 条件 
規格 

単位 
Min. Typ. Max 

VCCランプレート*1 RVCC VCC from 0 V to VCC MIN. 5 x 10-6 - 3 s 

発振開始時間*2 t_str - - - 5 ms 

I2C I/F開始時間*2 tI2CEN - - - 5 ms 

Note 1: VCC ramp must be monotonic. 
Note 2: Guaranteed by design, characterization, and/or simulation only and not production tested. 

 
 
 

 
 

Start-Up Time 
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6. 機能説明 

6.1. 概要 

SG-8506CAは XO、PLL、差動出力バッファ (LVPECL) により構成されます。 

XO 部は、基本波の水晶振動子からなり、安定した 100 MHz 以上のクロックを、リファレンスクロックとして

フラクショナル-N PLLへ供給します。 

PLL 部は、低ジッタのフラクショナル-N PLL 技術を用いています。ループフィルタを IC に内蔵するため、

ループフィルタ用の外付け部品は必要ありません。また、PLL に含まれるアウトプットディバイダとフィードバッ

クディバイダの設定により、出力周波数を設定できます。この PLL は、より低いジッタを実現する整数逓倍設

定だけでなく、ppbオーダーの分解能で周波数を設定する、小数逓倍設定も可能です。 

SG-8506CA は、出力周波数が工場出荷時に不揮発メモリへ設定されております。またこの出力周波数設

定を、I2C バスによって、工場出荷時の規定値とは異なる値に変更できます。ただし、それらは電源切断時に

は消去され、再度電源を投入した際は工場出荷時の値に戻ります。 

 
 

6.2. 出力周波数の設定 

 周波数設定値の算出 

SG-8506CA の出力周波数 (fO) は、VCO の発振周波数 (fVCO) とアウトプットディバイダの分周比を

(ODIV) によって式 (1) のように決まります。 

 

𝑓𝑂 =
𝑓𝑉𝐶𝑂
𝑂𝐷𝐼𝑉

 

(1) 
 

SG-8506CAのVCOの発振周波数 (fVCO) は、2.55 GHz ~ 3.20 GHz である必要があります。この制約と式

(1)の関係より、fOから出力分周設定 (ODIV) が決まります。この関係を表 6.1に示します。 

VCO の発振周波数は、XO から供給されるリファレンス周波数 (fREF) と、フィードバックディバイダの分周

比設定 (N) によって決まります。SG-8506CA のフィードバックディバイダの分周設定は、6 ビットの整数部設

定 (NINT) と 24 ビットの小数部設定 (NFRAC) からなり、高精度の周波数設定を可能にしています。また、

VCOの発振周波数は式(2)で表されます。 

𝑓𝑉𝐶𝑂 = 𝑓𝑅𝐸𝐹 × 𝑁

= 𝑓𝑅𝐸𝐹 × (𝑁𝐼𝑁𝑇 +
𝑁𝐹𝑅𝐴𝐶
224

) 

(2) 
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表 6.1 fOと ODIV値 

 
fO [MHz] ODIV ODIV.ODIV レジスタ設定値 

50 ~ 57 56 0xF 

53 ~ 67 48 0xE 

64 ~ 80 40 0xD 

80 ~ 100 32 0xC 

91 ~ 114 28 0xB 

106 ~ 133 24 0xA 

128 ~ 160 20 0x9 

159 ~ 200 16 0x8 

182 ~ 229 14 0x7 

213 ~ 267 12 0x6 

255 ~ 320 10 0x5 

319 ~ 400 8 0x4 

364 ~ 457 7 0x3 

425 ~ 533 6 0x2 

510 ~ 640 5 0x1 

638 ~ 800 4 0x0 

 

出力周波数 (fO) は式(3)より求まります。 

 

𝑓𝑂 =
𝑓𝑉𝐶𝑂
𝑂𝐷𝐼𝑉

= 𝑓𝑅𝐸𝐹
(𝑁𝐼𝑁𝑇 +

𝑁𝐹𝑅𝐴𝐶
224

)

𝑂𝐷𝐼𝑉
 

(3) 
 

例えばリファレンス周波数 (fREF) が 114.1444444 MHz で、周波数を 120.0 MHz にしたい場合、まず、

ODIVは表6.1より ”24” と決まります。次に、式(2)を変形した、フィードバックディバイダの分周設定 (N, NINT, 

NFRAC) を算出します。  

 

𝑁 = 𝑁𝐼𝑁𝑇 +
𝑁𝐹𝑅𝐴𝐶
224

=
𝑓𝑂𝑈𝑇 × 𝑂𝐷𝐼𝑉

𝑓𝑅𝐸𝐹
=

120.0 × 106 × 24

114.1444444 × 106
= 25.231188535690308 

(4) 
𝑁𝐼𝑁𝑇 = 𝑓𝑙𝑜𝑜𝑟(𝑁) = 𝑓𝑙𝑜𝑜𝑟(25.231188535690308) = 25 

(5) 

𝑁𝐹𝑅𝐴𝐶 = (𝑁 − 𝑁𝑖𝑛𝑡) × 224 = (25.231188535690308 − 25) × 224

= 0.231188535690308 × 224

≅ 3878700 = 0𝑥3𝐵2𝐹2𝐶 
(6) 

 

fO によっては、取りうるODIVが 2つになることもあります。例えば fO が 380 MHz の場合、ODIVは 7か

8を選択することができます。どちらのODIVを選択しても、NINT とNFRACの設定によって同じ fO を得るこ

とができますが、出力信号に含まれる位相ノイズは異なります。お客様の実使用環境にて十分な評価を行っ

て、ODIVを選択してください。 

 

NINTは 6 bitの整数で、VCOの発振周波数 (fVCO) が 2.55 GHz ~ 3.20 GHz となる値に設定します。 

NFRACは 24 bit あり、NINT の 6 bit と NFRACの 20 bitの設定により、10 ppbオーダーの周波数精度が実

現できます。NFRACの残りの下位 4 bitは、1 ppbオーダーの周波数設定に相当しますが、この設定値によって

出力信号のスプリアスが変化する可能性があります。お客様の実使用環境にて十分な評価を行って、NFRAC

の下位 4 bitを決定してください。 
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 PLL設定値の書き込み 

SG-8506CAには、周波数設定を保存するユーザーレジスタと、PLLに設定を供給する PLLレジスタがあり

ます。ユーザーレジスタはPLLのODIV, NINT, NFRACから構成されており、I2Cバスが有効な期間中はいつ

でも再設定ができます。一方、PLLレジスタはPLLに接続されており、I2Cバスで直接変更することはできませ

ん。電源投入直後は、工場出荷時にプログラミングされた値が不揮発メモリから自動的に PLL レジスタへ

フェッチされます。 

工場出荷時とは異なる周波数を設定するときは、ユーザーレジスタを更新したのち、

PLL_CTRL.NEW_FREQレジスタか PLL_CTRL.SML_CHGレジスタに 1を書き込んで、ユーザーレジスタ

の設定を PLLレジスタに転送させます。このフローを図 6.1に示します。 

 

図 6.1 周波数の設定手順 

 

まず、I2CによってユーザーレジスタのODIV, NINT, NFRACを変更します。ユーザーレジスタの詳細は、第

7章を参照してください。 

つぎに、PLL_CTRL.NEW_FREQレジスタ、または PLL_CTRL.SML_CHGレジスタに 1を書き込むことで、

周波数設定をユーザーレジスタから PLL レジスタへ転送させます。その結果、出力信号の周波数 (fO) が更

新されます。PLL_NEW_FREQレジスタと PLL_SML_CHGレジスタの違いを表 6.2に示します。 

 

表 6.2 周波数の更新 

No レジスタ名 PLL最適化 出力信号 周波数可変範囲の制限 

1 PLL_CTRL.NEW_FREQ あり 一時的に Hi-Zになり、PLL最

適化完了後に再スタートする 

50 MHz ~ 800 MHz 

2 PLL_CTRL.SML_CHG なし 継続した出力 PLL最適化時を中心周波

数とした、± 500 ppm以内 

 

PLL_CTRL.NEW_FREQレジスタに1を書き込むと、クロック出力は一時的に停止し、新しい出力周波数に

対応した PLL の最適化動作が行われます。最適化動作が完了したのち、クロック出力が自動的に再開します。

PLL の最適化動作が行われるため、低ジッタの出力が得られます。また、周波数の変更幅に制限はありませ

ん。SG-8506CA からのクロックを受信する装置がグリッチや微小パルスに敏感な場合は、新しい周波数での

クロック出力が始まった後に、装置を一度リセットする必要があります。  
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一方、PLL_CTRL.SML_CHG レジスタに 1 を書き込む場合は、クロック出力が継続したまま、その周波数 

(fO) が変化します。この方法による周波数変更は、PLL の最適化動作を行った時の周波数を中心とした 500 

ppmの帯域に制限されます（図6.2参照）。またPLLの最適化動作は行われないため、ジッタが増加する可能

性があります。また周波数の変化する過程にて、変更前と変更後の周波数で定義される帯域を外れた周波数

の信号が、一時的に出力される可能性があります。 

 

 

図 6.2 PLL最適化を伴わない手順での VCO周波数可変範囲 

 

 
6.3. I2Cインターフェース 

 I2Cバスの接続 

SG-8506CAは I2Cバスのスレーブデバイスとして動作します。I2Cバスは、シリアルデータ線 (SDA) とシリ

アルクロック (SCL) で構成されており、両ラインとも外付け抵抗によりプルアップされている必要があります。

プルアップの電位は VCC 以上である必要があり、VCC にプルアップすることを推奨します。また、I2C バス上

のスレーブデバイスのスレーブアドレスは、ユニークである必要があります。 

 

図 6.3 I2Cバスの接続 
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 対応する I2Cバスプロトコル 

SG-8506CAが対応する I2Cバスプロトコルを表 6.3に示します。 

 

表 6.3 対応 I2Cバスプロトコル 

 

Feature SG-8506CA 

START condition ✓ 

STOP condition ✓ 

Acknowledge ✓ 

Clock stretching n/a 

7-bit slave address ✓ 

10-bit slave address n/a 

General Call address n/a 

Software Reset n/a 

Device ID n/a 

n/a = not applicable 
 
 
 

 START条件と STOP条件 

I2C バスにおけるデータ通信は START 条件 (S) で始まります。START条件とは、SCLが “H” のときに

SDA が “H” から “L” に変化することであり、START 条件が発生すると、I2C バスがビジー状態になります。

適切な通信では起こりえないような条件であっても、START条件を受領すると、常に SG-8506CAの I2C イン

ターフェース回路は初期化されます。 

I2C バスのデータ通信は STOP 条件 (P) によって終了させることができます。STOP 状態とは、SCL が 

“H” のときに SDA が “L” から “H” に変化することであり、STOP 条件が発生すると、I2C バスはフリー状態

になります。 

I2C バスがビジー状態のときに、STOP 条件の代わりに START 条件が生成された場合は、それを反復ス

タート条件 (Sr) といい、バスはビジー状態を維持します。 

 

図 6.4 START, STOP状態 
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 Byteフォーマットと ACK/NACK 

I2Cのデータ送受信は 8 bit = 1 byte単位で行われ、各 byteの後にはアクノリッジビットが続きます。データ

は MSB firstで転送されます。アクノリッジビットを含む、全ての SCLパルスは、Masterより生成します。 

アクノリッジ信号 (ACK: A) は、アクノリッジビットを送受信する期間中に、送信側（Master transmitterまた

はSlave transmitter）がSDAを開放する際、受信側（Master receiver またはSlave receiver）がSDAを “L” 

に制御することで送信されます。一方、この期間中に SDAが “H” であった場合は、アクノリッジ信号が送信さ

れません (not acknowledge: A )。 

 
 
 

 レジスタへの Read/Write 

レジスタへの Read/Writeの手順を図 6.5に示します。SG-8506CAは、指定されたレジスタアドレスを先頭

にした 1 byte、または複数 byte数のデータを Read/Writeできます。SG-8506CAのスレーブアドレスの規定

値は 0x37です。（お客様が指定される任意のスレーブアドレスを工場出荷時に設定することができます） 

 

図 6.5 I2Cによるレジスタの Read/Write 
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7. レジスタ 

7.1. レジスタ一覧 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x00 P_CODE0 0x46 (Ascii ‘F’, Read Only) 

0x01 P_CODE1 0x06 (Read Only) 

0x02 REV 0x01 (Read Only) 

0x03 ID_CODE0 0x01 (Read Only) 

0x04 ID_CODE1 - ID (Read Only) 

0x10 ODIV - - - - ODIV 

0x11 NINT - - NINT 

0x12 NFRAC_H NFRAC_H 

0x13 NFRAC_M NFRAC_M 

0x14 NFRAC_L NFRAC_L 

0x15 PLL_CTRL0 OE_REG - - - - 
NEW_FRE

Q 
SML_CHG 

NVM_RES
TORE 

0x50 PLL_CTRL1 OE_REG - - - - 
NEW_FRE

Q 
SML_CHG 

NVM_RES
TORE 

 

Note: ここに記載されていないアドレスには、値を書き込まないでください。また、未定義のビットには 0を書き

込んでください。 

 

7.2. プロダクトコード 0レジスタ  

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x00 P_CODE0 P_CODE 

Type R/O 

Default 0 1 0 0 0 1 1 0 

 

Bit Name Function 

7:0 P_CODE プロダクトコード (0x46) 

アスキーコード ‘F’ 

 
7.3. プロダクトコード 1レジスタ  

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x01 P_CODE1 P_CODE 

Type R/O 

Default 0 0 0 0 0 1 1 0 

 

Bit Name Function 

7:0 P_CODE プロダクトコード (0x41) 

0x06 
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7.4. リビジョンコードレジスタ 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x02 REV REV 

Type R/O 

Default 0 0 0 0 0 0 0 1 

 

Bit Name Function 

7:0 REV リビジョンコード 

0x01 

 
 

7.5. ID コード 0 レジスタ 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x03 ID_CODE0 ID 

Type R/O 

Default 0 0 0 0 0 0 0 1 

 

Bit Name Function 

7:0 ID ID コード 

0x01 

 
 

7.6. ID コード 1 レジスタ 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x04 ID_CODE1 - ID 

Type - R/O 

Default - 製品毎に依存 

 

Bit Name Function 

7 Reserved 常に 0が読み込まれます 

6:0 ID ID コード 
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7.7. ODIVレジスタ 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x10 ODIV - - - - ODIV 

Type - - - - R/W 

Default - - - - NVM 

 

Bit Name Function 

7:4 Reserved 常に 0 を書き込んでください 

3:0 ODIV アウトプットディバイダの分周比 

 

0x0: 4 0x4: 8 0x8: 16 0xC: 32 

0x1: 5 0x5: 10 0x9: 20 0xD: 40 

0x2: 6 0x6: 12 0xA: 24 0xE: 48 

0x3: 7 0x7: 14 0xB: 28 0xF: 56 
 

 
 

7.8. NINTレジスタ 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x11 NINT - - NINT 

Type - - R/W 

Default - - NVM 

 

Bit Name Function 

7:6 Reserved 常に 0 を書き込んでください 

5:0 NINT フィードバックディバイダの分周設定の整数部分 (NINT) 

 

設定値 内容 

0x00 ~ 0x11, 0d ~ 17d 設定禁止 

0x12 18d NINT = 18 

... ... ... 

0x20 32d NINT = 32 

0x21 ~ 0x3F 33d ~ 63d 設定禁止 
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7.9. NFRACレジスタ 

Address 
Register 
Name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x12 NFRAC_H NFRAC[23:16] 

0x13 NFRAC_M NFRAC[15:8] 

0x14 NFRAC_L NFRAC[7:0] 

Type R/W 

Default NVM 

 

Bit Name Function 

7:0 NFRAC[23:16] 
NFRAC[15:8] 
NFRAC[7:0] 

フィードバックディバイダの分周設定の小数部分 (NFRAC) 

例： NFRAC が 0x123456 の場合の設定値 

NFRAC_H = 0x12 
NFRAC_M = 0x34 
NFRAC_L = 0x56 
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7.10. PLL Controlレジスタ 

Address 
Register 

name 

Bit 

Bit7 Bit6 Bit5 Bit4 Bit3 Bit2 Bit1 Bit0 

0x15 

0x50 

PLL_CTRL0 

PLL_CTRL1 
OE_REG - - - - 

NEW_FR
EQ 

SML_CH
G 

NVM_RE
STORE 

Type R/W - - - - R/W R/W R/W 

Default 0 - - - - 0 0 0 

 

PLL_CTRL0レジスタと PLL_CTRL1レジスタはアドレスを共有したレジスタであり、どちらのレジスタで操作し

ても同一の結果が得られます。 

 

Bit Name Function 

7 OE_REG アウトプットイネーブル 

0: 出力バッファ無効 

1: 出力バッファ有効 

 

LVPECL出力バッファのイネーブルは、下表のとおり、OE端子と本レジスタのどちらか

が有効な時に設定されます。 

 
LVPECL output buffer 

 

 
OE端子 (Active High) OE端子 (Active Low) 

H or Open L H L or Open 

OE_REG 
1 イネーブル イネーブル イネーブル イネーブル 

0 イネーブル ディゼーブル ディゼーブル イネーブル 
 

6:3 Reserved 常に 0 を書き込んでください 

2 NEW_FREQ 出力周波数設定の更新 

1 を書き込むことにより、ユーザーレジスタに設定された周波数設定が PLL レジスタに

転送され、それに従って出力周波数が更新されます。このビットは、PLLの周波数の変

更と PLLの最適化が終了すると、自動的にクリアされます。 

 

Note: このビットによる周波数変更の詳細は、6.2.2項を参照してください。 

1 SML_CHG 出力周波数設定の更新 （周波数の小変更） 

1 を書き込むことにより、ユーザーレジスタに設定された周波数設定が PLL レジスタに

転送され、それに従って出力周波数が更新されます。このビットは、PLLの周波数の変

更が終了すると、自動的にクリアされます。 

 

Note: このビットによる周波数変更の詳細は、6.2.2項を参照してください。 

0 NVM_RESTORE ユーザーレジスタの内容を NVMから再読み込み 

1 を書き込むことにより、ユーザーレジスタの初期値が不揮発メモリ (NVM) から再読

み込みされます。このビットは、再読み込みが完了すると自動的にクリアされます。 

 

Note: このビットへの書き込みだけでは PLLレジスタが更新されません。ユーザーレジ

スタの初期化と同時に発振周波数を初期化する場合は、このレジスタと同時、ま

たはこのレジスタに 1を書き込んだ後に、NEW_FREQビットに 1を書き込んでく

ださい。 
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8. 外形寸法 
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9. 表示説明 

⚫ 標準 （工場出荷時のプログラム品） 

 

 
 
 

⚫ ブランク （SG-Writer II （別売）によるプログラム対応品） 

 

 
 
 

表示内容は、捺印内容と位置の大略を示すものであり字形・大きさおよび位置の詳細を規定するもので

はありません。 
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10. はんだ付けパターン例 
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11. 使用上の注意事項 

1. 水晶振動子を内蔵しているため、過大な衝撃・振動を与えないようにして下さい。組立時の衝撃力、機械、

条件によっては振動子が破壊される事もありますので、ご使用前に必ず貴社で御確認下さい。また、条

件変更時にも同様の確認後、ご使用下さい。 

2. 本発振器は ICを用いておりますので、静電気に対しては十分注意してお取扱い願います。 

3. ［周波数精度の確保］及び ［急激な温度変化等による水分結露の防止］のため、常温・常湿環境で保管

及び使用することをお勧めします。 

4. 弊社後継機種への切り替えは、最低でも 6 ヶ月前にご案内いたします。 

5. リフローは 3回までとして下さい 

はんだ付けミスがあった場合には、はんだごてによる手直しをお願いします。この場合、こて先は+350 

ºC以下、5秒以内にてお願いします。本製品が基板下面にある状態でリフローをする場合の本製品の

落下については貴社で確認して下さい。 

 

【実装条件可否】 

 

 

 

 

 

 

 

 

6. 超音波洗浄は使用条件により振動子が破壊される事もあります。ご使用前に必ず貴社で確認して下さ

い。 

7. 周期的な機械的振動からの保護 

水晶製品に冷却ファン・圧電サウンダ・圧電ブザー・スピーカーなど、周期性を伴った機械振動や衝撃

が加わりますと、出力信号に周波数変動や振幅変動が発生する場合があります。この現象は、特に通

信機器用途での通信品質に影響を与えます。当社水晶製品は設計に際して、このような機械的振動

の影響が最小限になる配慮をしておりますが、事前に十分確認されることをお勧めします。 

8. 本製品の金属キャップ面はGNDへ接続されておりますので、ご使用時には電位を印加させないようご注

意ください。 

  

実装方法 可否 

上面リフロー 可 

下面リフロー 
製品落下の可能性があるため、 

貴社で確認ください 

はんだ槽 （静止槽、噴流槽） 否 

はんだごて 可 
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9. 下図で定義される側面端子は内部で IC と接続されているため、ショートもしくは絶縁抵抗の低下等に御

注意願います。 

 

10. VCC、GND ラインは太く配線し、高周波インピーダンスが低くなる様にして下さい。 

11. 中間電位からの電源投入や電源スピードが極端に速い場合、誤動作および不発振となるおそれがありま

すので避けて下さい。 

12. 発振出力線は、特性インピーダンスを 50 Ωで設計し、経路長を等長かつ最短にして下さい。出力線が長

くなりますと、正規の特性が確保できなくなる場合があります。他の信号線の誘導による誤動作を避ける

ため、高レベルの信号線を本発振器の近くに通さないようご配慮をお願いします。 

13. OE (Active High), SDA, SCL を使用されない時は VCC、に接続して下さい。また OE端子のサージ等の

影響を緩和するため接続の際は、抵抗を挿入することをお勧めします。 

14. 出力端子が GND に接続された状態で電源電圧を印加しますと、内部の素子が破壊されますので、必ず

負荷抵抗を接続した状態でお使い下さい。 

15. 本製品は一般的な高速アナログ回路と同様、電源のノイズの影響を受ける可能性があります。この影響

を抑え、最良のジッタ性能を実現するために、発振器の電源端子（GND 端子 #3 ピンと Vcc 端子 #6 ピ

ン）の Vcc端子側の直近に、下図に示す 0.1 μF と 10 μFのパスコンを必ず付けて下さい。このパスコン

は可能な限り、SG-8506CA と同じ PCB の面上に実装して下さい。また、さらなる電源ノイズの影響の軽

減方法として、電源フィルタの挿入をお勧めします。次ページの接続例をご参照下さい。 
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◼ 接続例 

 

本製品の接続例を下図に示します。 

本製品は、一般的な高速アナログ回路と同様、電源のノイズの影響を受ける可能性があります。この影響

を抑え、最良のジッタ性能を実現するためには、フィルタの挿入による電源分離が必要です。 

電源フィルタの性能を最適にするために、フィルタを構成する素子は、本デバイスと同じ PCBの面に配置す

ることを推奨します。下図のフィルタ定数は例に過ぎず、必要に応じて定数を変更する必要があります。 
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   インターネットによる情報配信 

 

 

 
www5.epsondevice.com/ja/ 

〒160­8801 

  東京都新宿区新宿 4 丁目 1 番 6 号 JR新宿ミライナタワー 

 

〒530­6122 

  大阪府大阪市北区中之島 3-3-23 中之島ダイビル 22F 

 

〒460­0003 

  愛知県名古屋市中区錦 1-4-6 大樹生命名古屋ビル 8F 

http://www5.epsondevice.com/ja/

